
令和２年度  清原南小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

人間尊重を基盤に，知・徳・体の調和のとれたたくましい児童の育成を目指し，日本の伝統や文化を大切にし，平和な国家の 

形成者として，２１世紀を担う心身ともに健康で心豊かな子どもを育成する。 

たくましい子    元気に運動し，健康でたくましい心と体をつくる。 

思いやりのある子  ルールやマナーを守り，協力して生活する。 

よく学ぶ子     基礎・基本を身に付け，進んで学習する。 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

恵まれた自然環境と，１４４年の長い歴史と伝統を有する本校に勤務することに誇りと責任をもち，子どもへの愛と同僚と

の和をもって児童・保護者・地域の方々と共に歩み，自らの資質を高めるとともに自己変革に努め，教育目標達成のために全

力を尽くす。 

また，先人に感謝しつつ，母校への誇りと自分の尊厳を高めるような教育活動を展開し，子どもたちに「未来を拓く人間

力」を身に付けるため，学び合う集団の育成に取り組む。そのために，児童・教職員・保護者・地域が連携し，多様な活動を

通して地域に開かれた信頼される学校づくりを推進する。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）  地域に開かれ地域と共にある学校づくりの推進  

（２）  学び続ける教職員として資質とチーム力の向上 

（３）○成長し続ける基盤となる知徳体のバランスのとれた力の育成 

（４）○新たな時代を生きるために必要な資質・能力の育成 

（５）  多様な教育的ニーズに対応した指導・支援の充実 

（６）  教育の焦点化，ICT の活用，協働体制の確立による教育の効率化と教職員の働き方改革の推進 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）日本国憲法，教育基本法，学校教育法，同施行規則，新小学校学習指導要領等の法令並びに栃木県教育委員会の方針「と 

ちぎ教育振興ビジョン」，宇都宮市教育委員会の「第２次宇都宮市学校教育推進計画」「第２次宇都宮市学校教育スタンダ

ード」「令和２年度指導の重点」を踏まえて，公教育の立場を堅持し本校の教育目標達成のため，調和と統一ある教育課

程を編成する。 

（２）各教科の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の

内容を組織的に配列して，それぞれが充実した調和と統一ある教育課程を編成する。 

（３）「うつのみや学校マネジメントシステム」の結果を受け，本年度の学校教育目標・学校経営の方針を踏まえて，実態に応

じた指導が計画的に行われるようにし，PDCAサイクルを確立して改善を図る。 

（４）「地域とともにある学校」作りを推進するため，地域の特性や願いをもとに児童に必要な資質・能力を明確にし，地域の

人的・物的資源を活用して，社会に開かれた教育課程を編成する。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・チーム及び個人のスキルアップを図る中で，学校運営への積極的な参画を目指す。 

○清原地区地域学校園構想と小中一貫教育としての取組に基づき，体験活動や読書活動などを通して，児童の「生きる力」を

育む。 

・協働と分業のバランスを見極め，時間の効率化と質の向上を目指して業務の見直しを推進し，児童と向き合う時間の充実を

図る。 

・地域の教育力や資源を活用し，教職員の働き方改革を推進するとともに，活力ある教育活動を行う。 

【 学 習 指 導 】 

・児童に明確な課題意識を持たせ，各教科の「見方・考え方」を働かせて課題にじっくり取り組める発問や学習活動を工夫す

る。 

・伝え合い高め合える学級集団の育成に努めるとともに，協働して課題に取り組む態度を養う。 

・図書を効果的に活用し，必要な情報を得たり，知的好奇心を高めたりする児童の育成に努める。 

・新たな時代を生き抜くために必要な ICT活用能力や国際理解力の育成，郷土学習の充実を図り，教科横断的な視点にたった

資質・能力の育成に努める。 

・自主的な家庭学習への取組を奨励するとともに，家庭への啓発を図る。 

・積極的な授業公開等を通して児童の学習上の課題解決の手口を考えたり，効果的な取組を共有したりし，資質の向上と学び

合う教師集団の育成を図る。 

別紙２ 

[清原地域学校園教育ビジョン] 

自己を見つめ，自己のよさを生かした夢の実現に向けて，主体的に取り組む児童生徒の育成 

～人との豊かなかかわりを通して～ 



【 児 童 生 徒 指 導 】 

・児童の参画型の行事運営や自主的な児童活動を推進して児童の主体性やたくましさを育て，自ら判断し行動する児童の育成

を図る。 

・異学年交流活動を推進し，児童のリーダーシップ及びフォロアーシップ，自己肯定感の醸成を図る。 

・学級経営力を高めるとともに多様なニーズに応じた支援を行って，全ての児童にとって居がいのある学級作りに取り組む。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

・「体力向上」「保健教育」「食育」「安全教育」の有機的な関連を図り，健康に生活できる心身の育成を目指す。 

・自ら積極的に運動し，健康でたくましい心と体をつくろうとする児童の育成を図る。 

○組織的計画的な部会運営を推進し，効果的な指導を実践する。 

 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
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方
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性 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，授業中，話をしっかり

と聞いたり，発表したりす

るなど，進んで学習に取り

組んでいる。」 

児童肯定的回答 80％以上 

意欲的に取り組むような発問の工夫，教

材の開発，学習形態等について，教職員

同士で考えを提案し，実践する。 

１ 個に応じた作業プリントや教材等を

工夫し，意欲的に授業に取り組むこと

ができるようにする。 

２ 学習形態を工夫し，互いの考えを認

め，学び合いができるように努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している。」 

児童肯定的回答 80％以上 

学校活動全般を通して，思いやりの心を

育てる教育活動の充実を図る。 

１ 道徳の授業を通して，仲間と一緒に進

んで学び，親切・思いやりの心を育む。 

２ 読書活動（読み聞かせ・読書まつり）

の充実を図り，子どもたちの豊かな想

像力を育む。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，きまりやマナーを守っ

て，生活をしている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

児童情報交換会を活用して全職員が共通

の認識をもちながら，さまざまな場で子

どもにかかわり，それを児童情報交換会

で報告する。 

１ 「清原地域学校園の方針・約束・一日」

を積極的に活用する。 

２ 生活当番活動を活性化し，きまりやマ

ナーについて全体に指導をする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

元気にあいさつし，時と場に応じた言葉

遣いを指導する。 

１ 年に２回，児童会主催のあいさつ運動

を実施したり，月に 1 回，南部地区総

ぐるみあいさつ運動を実施したりする

ことで，意識を高めていく。 

２ あいさつの習慣化を主体的に図るた

め標語の募集やポスターの作成を児童

会が中心になって行う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる。」 

児童肯定的回答 80％以上 

夢や目標に向かってあきらめずに，粘り

強く取り組む姿に対して，称賛・助言・

励まし等の支援をし，意欲を高める。 

１ 持久走大会や各種検定において，より

高い目標をもって自主的に練習に取り

組めるよう支援する。 

２ 学期ごとに「学習・生活」のめあてを

立て，学期末に振り返りをすることで，

自分の努力の結果と向き合わせ努力の

結果を称賛する場を設けて，さらに次

学期への意欲を高めるようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，健康や安全に気を付け

て生活をしている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

 

自分の体は自分で守ることの大切さを指

導する。 

１ 体育の授業において運動量を十分に

確保するとともに，運動の楽しさを実

感できるようにし，意欲付けを図る。 

２ 養護教諭と連携し，保健の授業や学級

指導の授業を充実させたり，保護者等

への啓発を図ったりする。 

３ 各種たよりやお弁当の日などを通し

て，食の大切さを指導する。 

４ 一斉下校集合時に，交通安全や生活安

全について全体指導をする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる。」 

児童肯定的回答 80％以上 

児童の発達段階に応じて，自分の夢や目

標をもてるようにする。 

１ 「清南ドリームプロジェクト」で「私

の夢」を掲示し，意欲を高めるように

する。 

２ キャリアパスポートを活用し，宮・未

来キャリア教育の充実を図り，自分の

よさを生かして協力して働いたり，

様々な職業や生き方についての理解を

通して，将来についての夢をもてたり

するよう指導する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，外国語活動の授業やＡ

ＬＴとの交流の際に，英語

を使ってコミュニケーシ

ョンしている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

子どもたちが意欲的に英語に親しめるよ

うな環境づくりを行う。 

１ ＡＬＴを積極的に活用し，交流する機

会を増やす。 

２ 図書資料や英語教材の充実を図る。 

３ クラスルームイングリッシュを積極

的に使用し，慣れ親しめるようにする。 

４ 事前に学級担任とＡＬＴとの打ち合

わせを行い，効果的な授業の展開を図

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

宇都宮のよさを知ってい

る。」 

児童肯定的回答 80％以上 

児童が宇都宮の良さを理解できるように

指導する。 

１ 生活科や社会科の学習で，宇都宮の伝

統文化，産業などについて理解し，郷

土への愛情と誇りを持てるような授業

を実施する。 

２ 国語や学級活動の時間で，百人一首の

学習を取り入れる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，パソコンや図書等を学

習に活用している。」 

児童肯定的回答 80％以上 

児童の発達段階に応じて，ＩＣＴ機器や

図書等を活用した教育活動の充実を図

る。 

１ 各教科等の学習において，パソコンや

図書資料を活用した調べ学習を，情報教

育年計に位置付け実践する。 

２ 学年の発達段階に応じて，ワープロや

プレゼンテーションソフトを活用して

「まとめる」学習を取り入れる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している。」 

児童肯定的回答 80％以上 

教育活動全体を通して，高齢者とふれあ

う機会の充実を図る。 

１ １年生活科の「昔遊び」，３年社会科

の「七輪体験」等において，高齢者の

方を学習ボランティアとして活用す

る。 

２ 「地域ふれあい給食」や「感謝の会」

に地域の高齢者やボランティアの方を

招待し，交流を図るとともに感謝の気

持ちを伝えていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，環境問題や防災等の

『持続可能な社会』につい

て，関心をもっている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

学校行事や学習指導において，「持続可能

な社会」について学び，関心を持てるよ

うにする。 

１ 教科や総合的な学習を通して，環境問

題や防災等について学び，「持続可能な

社会」についての意識を高める。 

２ 学校行事や委員会活動において，環境

や資源を守るための取り組みを行い，

「持続可能な社会」づくりへの参画を

する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ１ 児童は，家庭学習の

習慣を身に付けてい

る。 

【数値目標】 

全体アンケート「児童は，

宿題や自主学習をするこ

とが習慣化されている。」 

児童・保護者回答 80%以上 

「清原っ子家庭学習の約束」により家庭

学習の習慣化を家庭と連携しながら推進

する。 

１ 授業参観や懇談，学習だよりなどを通

じて，機会あるごとに保護者へ状況を

知らせ，理解・協力を依頼する。 

２ 家庭学習に対して称賛・助言・励まし

等の支援を適切に行い，児童の課題意

識・意欲を高めるようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ｂ２ 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は

休み時間や放課後などに

進んで運動している。」 

児童肯定的回答 80%以上 

進んで運動ができるような環境を整え

る。 

１ 縄跳びの自主的な練習のために、ジャ

ンプ台を用意したり，鉄棒の学習カー

ドを用意したりすることで，楽しく取

り組めるようにする。 

２ 「うつのみや元気っ子プロジェクト」

のミニマム達成をねらって，運動量の

多い体育の授業を実践していく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は，特別な支援を必要とす

る児童や外国人児童当の

実態に応じて，適切な支援

をしている。」 

教職員肯定的回答 80％以上 

一人一人の教育的ニーズを把握し，実態

に応じた支援を実践する。 

１「生活目標」「清原地域学校園の方針・

約束・一日」を積極的に活用し，生活

規律・授業規律を整える。 

２ 分かりやすい授業の展開や個に応じ

た支援の方法を工夫する。 

３ 校内支援委員会等を活用し，支援を必

要とする児童の把握や適切な支援につ

いて検討し，実践する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方

は，いじめが許されないこ

とを熱心に指導してくれ

る」 

児童肯定的回答 80％以上 

いじめの未然防止，早期発見及び早期解

消のため，児童理解に努め，信頼関係を

築く。 

１ 年２回の「いじめゼロ強調月間」では，

児童会によるいじめゼロ集会や標語の

募集，関連する道徳の授業を実施する。 

２ 日頃より児童の様子を観察するとと

もに，学級活動及び日常生活の中でい

じめは許されない行為であることを継

続的に指導する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方

は，一人一人を大切にし，

児童がともに認め励まし

合うクラスをつくってく

れている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

すべての児童にとって，自分の居場所と

なるような温かい雰囲気のある学級経営

に努める。 

１ 「挨拶」「励まし」「称賛」等の声かけ

を実践する。 

２ 児童が主体的に活動する場面や活躍

できる場面を設定する。 

３ 児童や保護者に積極的に関わりをも

ち，普段からの信頼関係づくりに努め

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は，特別な支援を必要とす

る児童や外国人児童等の

実態に応じて，適切な支援

をしている。」 

教職員肯定的回答 80％以上 

多様な教育的ニーズへの対応強化を図

る。 

１ 情報交換会を実施し，学校全体で特別

な支援が必要な児童の共通理解を図

る。 

２ 研修や校内支援委員会を通して，適切

な支援の方針について知識や理解を深

め，関係諸機関と連携しながら対応す

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

今の学校が好きです。」 

児童肯定的回答 80％以上 

教職員は子どもの悩みを把握し，効果的

に教育相談を実施したり，活気ある活動

を充実したりする。 

１ 教育相談の充実及びＱ―Ｕテストの

活用により，児童同士の人間関係づく

りに努力する。 

２ 学校行事や児童会活動・委員会活動に

おいて児童主体の活動を推進・工夫し，

学校生活に潤いを与える。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方

の授業は分かりやすく，一

人一人に丁寧に教えてく

れる。」 

児童肯定的回答 80％以上 

発言やノートの記述等から，一人一人の

学習状況を見取り，適切に支援するとと

もに，友達同士学び合う場を設定した授

業を行う。 

１ 習熟度別学習等，個に応じた指導と学

び合いの場面を設定する。 

２ 児童が学んだことを実感できる振り

返りの場を設定し，授業改善に役立て

る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度方針】 

 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校に

関わる職員全員がチーム

となり，協力して業務に取

り組んでいる。」 

教職員肯定的回答 80％以上 

教職員と多様な専門性を有する学校スタ

ッフが，自らの専門性を十分に発揮し，

「チームとしての学校」の教育力を発揮

できる体制をつくる。 

１ 教職員と多様な専門性を有する学校

スタッフの間で，課題意識等の共有を

進め学校におけるチームとしての取組

を推進していく。 

２ 学年・ブロックの枠にとらわれない

プロジェクトチームを設定し，OJT を

充実させ，コミュニケーションの活性

化を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，教職員の勤務時間を意

識して，業務の効率化に取

り組んでいる。」 

教職員肯定的回答 80％以上 

業務の改善を図るとともに，一人一人が

勤務時間を意識することにより，働き方

改革を推進する。 

１ 業務を見直し，精選するとともに，チ

ームとして取り組むことで，負担の軽

減を図る。 

２ 一人一人が退勤時刻を設定したり，学

校・学年・ブロック等で月に２日程度

のリフレッシュデーを設定したりする

ことで，勤務時間を意識した働き方に

努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，小学生や中学生が交流

する活動を行っている。」 

児童・教職員肯定的回答

80％以上 

学校園全体研修会や各部会等で研修に努

め，充実した取組を行う。 

１ 中学校教員の６年生に対する乗入授

業を通して，中学校の学習に対する明

るい展望がもてるようにする。 

２ 学校園あいさつ運動により，中学生と

の交流を図り，コミュニケーション力

を高めるようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい。」 

児童肯定的回答 80％以上 

学習ボランティア等を活用したり，農業

体験等，地域の協力を得たりする教育活

動を積極的に行う。 

１ 学習ボランティアを計画的に導入し，

授業への参画を図る。 

２ 地域協議会や清原地域学校園と連携

を図り，外部人材の活用を推進する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい。」 

児童肯定的回答 80％以上 

積極的に情報を発信し，学校・児童につ

いての相互理解を図りながら，協働して

児童の育成に取り組む。 

１ 学校公開を積極的に行うとともに，学

校・学年・学級だよりや各種通信，ホ

ームページを通して定期的に情報を発

信する。 

２ 企業等による出前授業や地域施設へ

の見学等を教育活動に積極的に位置付

ける。 

３ 清原南部地区総ぐるみあいさつ運動

や見守り立哨指導等の実施により，児

童の望ましい成長を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，利用する人の安全に配

慮した環境づくりに努め

ている。」 

教職員・保護者肯定的回答 

80％以上 

安全な学習環境の確保を図るため，施設・

設備・器具・用具等の安全点検を実施し，

結果に基づき維持管理や改善を図る。 

１ 月に一度，全教職員による安全点検を

実施するとともに，生活当番の巡視の

機会等を利用し，日常的な点検も充実

させるようにする。 

２ 学校業務や機動班と連携を図り，より

よい教育環境の充実を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，パソコンや図書等を学

習に活用している。」 

児童肯定的回答 80％以上 

学習に必要な図書を充実させるととも

に，ＩＣＴ機器などの学習に必要な備品

等を計画的に整備する。 

１ 図書選定委員会を開催し，学習資料と

して活用できる図書等を整備するとと

もに，学校図書館司書業務と連携し，

年間を通して計画的に図書資料を市立

図書館から借りるようにする。 

２ デジタル教科書をはじめ，ＩＣＴ機器

を授業で積極的に活用する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ｂ３ 教師の授業力を高め

るため，互いに授業を

公開し，教師としての

資質・能力の向上に努

めている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は，校内研修を通して学び

合い，自らの指導に生かし

ている。」 

教職員肯定的回答 80%以上 

全職員が授業を公開し，「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業研究を

行う。 

１ 考えを深め合える授業研究会を目指

した校内研修を行う。 

２ 話合いの場を通して，同僚性を高め

る。 

３ 地域学校園で連携を図り，研修を一層

活性化する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ４ 本や地域，友達との

ふれあいを通して人

間関係を深め，心の豊

かな児童を育成して

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，

読み聞かせ・農園活動・登

下校の見守りの時など地

域の方とふれあうことは

楽しい。」 

児童肯定的回答 80%以上 

１ 本とのふれあい：朝の読書活動を充実

するとともに，調べ学習を充実したも

のにする。 

２ 地域とのふれあい：あいさつ運動や地

域ボランティア，体験農園活動等を通

して人間関係を深める。 

３ 人とのふれあい：縦割り班活動や学校

行事等を通し，リーダーシップ，思い

やり，協調性などを育てる。 

４ 学習ボランティアの充実により，教育

活動を豊かにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ５ 児童は，地域でのボ

ランティア活動や行

事に参加している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，地域の行事やボランテ

ィア活動に参加してい

る。」 

児童・地域肯定的回答 

80％以上 

学校と地域が連携協力して，児童を育成

する環境づくりを推進する。 

１ 地域行事の情報を積極的に収集する

とともに，児童への称賛・励まし等の

支援を意図的に行い，意欲を高める。 

２ 必要に応じて教職員が，参加・協力す

ることで，地域の方と顔の見える関係

を築く。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

  

 


